
　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

Ｓ
Ｃ
）
に
お
け
る
人
手
不
足
が
厳
し
さ

を
増
す
な
か
、（
一
社
）
日
本
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
（
以
下
、
当
協

会
）は
、
２
０
１
８
年
１
月
24
日
に
「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ

宣
言
・
行
動
指
針
」（
Ｐ
56
・
57
）
を

発
表
し
、
Ｓ
Ｃ
業
界
を
あ
げ
て
人
材
確

保
・
Ｅ
Ｓ
向
上
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
人
材
確
保
に
関
す
る
情

報
提
供
の
一
環
と
し
て
調
査
研
究
委
員

会
が
実
施
し
た
「
人
材
確
保
に
関
す
る

定
量
調
査
２
０
１
８
」
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

●
調
査
期
間

　

２
０
１
８
年
10
月
22
日
～
11
月
30
日

●
有
効
回
答
数

　

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
：
回
答
数
１
８
２

社
、
回
答
率
56
・
９
％

　

テ
ナ
ン
ト
：
回
答
数
95
社
、
回
答
率

29
・
７
％

（
注
）
人
材
確
保
に
関
す
る
定
量
調
査

は
２
０
１
５
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

人
手
不
足
と
離
職
の
悪
循
環

　

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
以
下
、
Ｄ
Ｖ
）

に
テ
ナ
ン
ト
従
業
員
の
充
足
度
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
充
足
し
て
い
な

い
」「
や
や
充
足
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
企
業
の
割
合
が
70
・
３
％
（
前

年
71
・
９
％
）
を
占
め
て
い
る
。
前
年

と
比
べ
大
き
な
変
化
は
な
く
、
厳
し
い

人
材
確
保
調
査
結
果

人
材
確
保
に
関
す
る 

定
量
調
査
２
０
１
８

～�

厳
し
い
人
手
不
足
が
続
く
。 

Ｅ
Ｓ
の
取
り
組
み
は
進
展
～調

査
研
究
委
員
会
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

2018年度

2017年度

2016年度

2015年度（注）

充足していない

20.8%

16.8%

28.3%

16.0%

やや充足していない

49.5%

55.1%

8.4%

70.0%

概ね充足している

28.7%

26.2%

52.4%

0.0%

充足している 1.1%

1.9%

10.8%

14.0%

（注）2016年度調査から選択肢を変更している
【2015年度調査の選択肢】 充足していない ／ やや充足していない ／ 充足している

充足していない ／ やや充足していない ／ 概ね充足している ／ 充足している【2016年度以降の調査の選択肢】

図表1　SC内のテナント従業員は充足しているか（ディベロッパー回答）

非常に困難である

42.4%

41.3%

42.1%

40.5%

やや困難である

47.1%

55.0%

48.7%

53.6%

困難は感じない

10.6%

3.8%

9.2%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

2018年度

2017年度

2016年度

2015年度

非常に困難である

44.3%

61.6%

57.3%

55.8%

やや困難である

54.5%

37.2%

38.7%

41.9%

困難は感じない

1.1%

1.2%

4.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

2018年度

2017年度

2016年度

2015年度

非正規社員

正規社員

図表2　テナント従業員の採用困難度（テナント回答）



く
「
仕
事
の
内
容
が
合
わ
な
か
っ
た
」

が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
「
職

場
の
雰
囲
気
に
馴
染
め
な
か
っ
た
」「
職

場
の
人
間
関
係
」
も
50
％
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
非
正
規
社
員
の
定
着
に
は
収

入
面
よ
り
も
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
風
通
し
の
よ
さ
が
極
め
て
大

切
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

な
お
、
離
職
理
由
の
「
職
場
の
人
間

関
係
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
細
か
く
「
対

上
司
」「
対
同
僚
ま
た
は
部
下
」
に
分
け
、

ど
ち
ら
が
離
職
に
つ
な
が
っ
た
か
調
査

し
た
が
、
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
（
図
表
３
）。

営
業
時
間
短
縮
と
休
業
日
数
増

　

Ｄ
Ｖ
に
営
業
時
間
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
２
０
１
５
年
４
月
以
降
に
全

館
ま
た
は
一
部
テ
ナ
ン
ト
の
営
業
時
間

を
短
縮
し
た
Ｓ
Ｃ
は
２
７
６
Ｓ
Ｃ
中
38

Ｓ
Ｃ
（
13
・
８
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
度
調
査
（
12
・
４
％
）
と
比
較
し
、

短
縮
を
進
め
る
Ｓ
Ｃ
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
業
種
は
、

物
販
（
19
Ｓ
Ｃ
）、
次
い
で
飲
食
（
17

Ｓ
Ｃ
）
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ー
テ
ナ
ン

ト
の
営
業
時
間
短
縮
の
動
き
は
ほ
か
の

業
種
と
比
べ
鈍
く
な
っ
て
い
る
（
図
表

４
）。

人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
図
表
１
）。

　

次
に
、
テ
ナ
ン
ト
に
採
用
困
難
度
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
非
常
に
困
難
」「
や

や
困
難
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
正
規

社
員
で
89
・
５
％
（
前
年
96
・
３
％
）、

非
正
規
社
員
は
98
・
９
％
（
前
年
98
・

８
％
）
と
な
っ
た
。
正
規
社
員
の
採
用

困
難
度
は
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
非
正
規
社
員
で
は
ほ
と
ん
ど
の

テ
ナ
ン
ト
が
採
用
難
に
直
面
し
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

ま
た
Ｄ
Ｖ
と
テ
ナ
ン
ト
の
回
答
を
比

較
す
る
と
Ｄ
Ｖ
の
認
識
以
上
に
テ
ナ
ン

ト
は
人
手
不
足
に
苦
し
ん
で
お
り
、
認

識
に
差
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

テ
ナ
ン
ト
従
業
員
の
平
均
勤
続
年
数

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
正
規
社
員

が
９
年
８
カ
月
、
非
正
規
社
員
が
４
年

２
カ
月
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
離
職
理

由
に
つ
い
て
、
正
規
社
員
は
「
仕
事
の

内
容
が
合
わ
な
か
っ
た
」
が
62
・
１
％

（
複
数
回
答
）
と
も
っ
と
も
多
く
、
具

体
的
に
は
「
勤
務
時
間
の
長
さ
」「
休

日
の
少
な
さ
」「
想
像
し
て
い
た
よ
り

仕
事
が
大
変
だ
っ
た
」
と
の
声
が
挙
げ

ら
れ
た
。
人
手
不
足
に
よ
る
長
時
間
勤

務
・
業
務
増
が
さ
ら
な
る
離
職
に
つ
な

が
る
悪
循
環
と
な
っ
て
い
る
。

　

非
正
規
社
員
は
、
正
規
社
員
と
同
じ
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非正規社員

正規社員

7.4%
18.9%

25.3%
34.7%

37.9%
38.9%

41.1%
41.1%

44.2%
48.4%
（49.5%）

（48.4%）

53.7%
56.8%

62.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社の将来が不安

通勤が不便（自宅から遠い、交通の便が悪い）

会社都合

介護・看護

収入が少ない

労働時間、休業日数等の労働条件が悪い/合わない

結婚

契約期間の満了

出産・育児

学校卒業（他企業への就職）

（内、同僚または部下と）

（内、上司と）

職場の人間関係

職場の雰囲気に馴染めなかった

仕事の内容が合わなかった

3.2%
7.4%
7.4%
8.4%

15.8%
17.9%

32.6%
35.8%

41.1%
43.2%

（41.1%）

（45.3%）

48.4%
49.5%

51.6%
62.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

契約期間の満了

学校卒業（他企業への就職）

会社都合

通勤が不便（自宅から遠い、交通の便が悪い）

会社の将来が不安

介護・看護

職場の雰囲気に馴染めなかった

労働時間、休業日数等の労働条件が悪い/合わない

出産・育児

（内、同僚または部下と）

（内、上司と）

職場の人間関係

結婚

収入が少ない

仕事の内容が合わなかった

図表3　離職理由で該当するもの、あるいは考えられるもの（複数回答）（テナント回答）



規
社
員
へ
の
登
用
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

約
８
割
の
企
業
が
実
施
す
る
。
ま
た
、「
賃

金
ア
ッ
プ
」
が
62
・
１
％
、「
労
務
条
件

の
改
善
（
休
業
日
数
増
、
他
）」（
55
・

８
％
）
と
あ
わ
せ
、
待
遇
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
７
）。

テ
ナ
ン
ト
企
業
か
ら 

Ｄ
Ｖ
へ
の
要
望

　

テ
ナ
ン
ト
に
“
人
材
確
保
に
関
し
て

Ｄ
Ｖ
へ
要
望
／
期
待
す
る
サ
ポ
ー
ト
”

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
営
業
時

間
短
縮
」、
と
く
に
「
閉
店
繰
上
げ
」

が
69
・
５
％
と
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

理
由
と
し
て
、「
営
業
時
間
の
長
い
Ｓ

Ｃ
で
は
長
時
間
勤
務
と
な
り
社
員
の
負

担
が
大
き
い
」「
夜
の
売
上
げ
が
低
下

し
採
算
性
が
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と
の

声
が
挙
げ
ら
れ
た
。
次
い
で
「
テ
ナ
ン

ト
向
け
従
業
員
施
設
の
充
実
」「
休
業

日
を
設
け
る
ま
た
は
増
や
す
」
が
同
率

（
56
・
８
％
）
と
な
っ
た
。
期
待
す
る

休
業
日
数
は
「
12
日
以
上
」
と
回
答
し

た
テ
ナ
ン
ト
が
半
数
近
く
に
の
ぼ
り
、

毎
月
１
回
以
上
の
休
業
を
希
望
す
る
声

が
多
い
。

　

ま
た
、「
お
正
月
な
ど
の
大
切
な
祝

日
に
従
業
員
が
家
族
や
友
人
と
過
ご
す

時
間
を
尊
重
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
も

　

営
業
時
間
短
縮
の
理
由
は
、「
業
務

の
効
率
化
／
売
上
げ
が
多
い
時
間
帯
に

人
材
を
集
中
さ
せ
る
た
め
」（
13
Ｓ
Ｃ
）、

「
テ
ナ
ン
ト
従
業
員
の
人
手
不
足
の
た

め
」（
11
Ｓ
Ｃ
）、「
従
業
員
の
労
働
条

件
改
善
の
た
め
」（
９
Ｓ
Ｃ
）、「
お
客

様
の
利
用
状
況
／
売
上
状
況
に
合
わ
せ

て
」（
８
Ｓ
Ｃ
）
と
な
っ
て
お
り
、
お

客
様
都
合
よ
り
も
テ
ナ
ン
ト
の
人
手
不

足
を
背
景
と
し
た
理
由
が
多
い
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
以
後
営
業
時
間

の
短
縮
を
予
定
し
て
い
る
Ｓ
Ｃ
は
43
Ｓ

Ｃ
（
16
％
）
あ
り
、
営
業
時
間
の
短
縮

は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
内
訳
と
し
て
は

Ｓ
Ｃ
全
体
（
全
業
種
）
で
短
縮
を
予
定

し
て
い
る
Ｓ
Ｃ
が
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
飲
食
の
短
縮
を
予
定
し
て
い
る
Ｓ

Ｃ
が
多
い
（
図
表
５
）。

　

休
業
日
数
に
つ
い
て
も
、
無
休
（
休

業
日
数
０
日
）
の
Ｓ
Ｃ
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
（
図
表
６
）。

　

Ｅ
Ｓ
向
上
や
テ
ナ
ン
ト
の
人
手
不
足

を
背
景
に
、
Ｓ
Ｃ
の
営
業
時
間
短
縮
と

休
業
日
数
の
増
加
傾
向
は
、
今
後
も
継

続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

待
遇
改
善
の
取
り
組
み

　

テ
ナ
ン
ト
が
社
員
の
就
業
意
欲
向
上

の
た
め
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
、「
正
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あり※１

59 SC
21.4%

なし
217SC
78.6%

※1「一部テナント/曜日のみ変更あり」

と回答した5SCを含む。

8
5

7 7

17

4

38

19
17

13

7

0

5

10

15

20

25

30

35

40
(単位:SC数)

短縮※２延長

※2「短縮の内訳」には「一部テナント/曜日のみ変更あり」

と回答した5SCは含んでいない。

※3  「その他」の4SCは開店から閉店までの営業時間は

変更ないが、開店と閉店時間を前後にそのままスライド

したSC。

キ
ー
テ
ナ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス

飲
食

物
販

短
縮

そ
の
他
（※

３
）

延
長

キ
ー
テ
ナ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス

飲
食

物
販

あり（延長）
4 SC
1.5%

あり（短縮）
43 SC
16.0%

なし
222 SC
82.5%

1 1 2 1 0

19

9

16

8

2

0SC

5SC

10SC

15SC

20SC

(単位:SC数)

短縮延長

キ
ー
テ
ナ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス

飲
食

物
販

Ｓ
Ｃ
全
体
（
全
業
種
）

キ
ー
テ
ナ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス

飲
食

物
販

Ｓ
Ｃ
全
体
（
全
業
種
）

図表5　今後の営業時間の変更予定の有無と変更内容（複数回答）（ディベロッパー回答）

図表4　2015年4月以降の営業時間の変更有無と変更内容（複数回答）（ディベロッパー回答）



あ
り
、
と
く
に
年
始
の
休
業
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
（
図
表
８
、
９
）。

全
体
を
通
じ
て

　

今
回
は
、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
宣
言
・
行
動
指
針
」（
２

０
１
８
年
１
月
24
日
）
を
発
表
後
、
初

め
て
の
調
査
と
な
っ
た
。
調
査
を
通
じ
、

営
業
時
間
短
縮
や
テ
ナ
ン
ト
従
業
員
の

待
遇
改
善
な
ど
Ｅ
Ｓ
向
上
施
策
に
進
展

が
見
ら
れ
た
一
方
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
進
展
に

よ
り
、
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
人
手
不
足
は
今

後
も
厳
し
さ
を
増
す
と
想
定
さ
れ
、
従

来
の
人
材
確
保
・
Ｅ
Ｓ
向
上
の
取
り
組

み
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
後
方
業
務
削
減
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

生
産
性
の
向
上
も
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
し
て
今
後
も
Ｄ
Ｖ
と
テ
ナ
ン
ト
が

協
力
し
、
Ｓ
Ｃ
業
界
を
あ
げ
て
人
手
不

足
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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37.0%

36.7%

35.6%

33.7%

32.2%

0日

24.4%

25.2%

25.2%

24.4%

24.4%

1日

12.6%

11.9%

12.6%

14.4%

15.9%

2日

10.4%

11.1%

10.7%
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図表9　期待する年間休業日数について（テナント回答）

図表8　人材確保に関するディベロッパーへ要望/期待するサポート（複数回答）（テナント回答）

図表7　社員の就業意欲向上のための取り組み（複数回答）（テナント回答）

図表6　SCの年間休業日数（ディベロッパー回答）


